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ところで、本郷になぜ神功皇后が祀られているかを御存知ですか？

日本書紀によると神功（じんぐう）皇后は実際に、みやま市に来ています。西暦 367 年、

大和政権に従わない部族を制圧するため、第 14 代仲哀（ちゅうあい）天皇は九州に行

軍しますが、途中の香椎（福岡市東区）で崩御。神功皇后は自らを天皇の妻【聖母（しょ

うも）】と称し、さらに軍勢を進めて、大和政権に従わない山門のクニ女王【田油津媛（た

ぶらつひめ）】を攻め滅ぼしました。ちなみに田油津媛の墓は、瀬高町大字大草字大塚の「蜘

大和の聖母（神功皇后）VS山門の女王（田油津媛）
誇り高き地域の歴史と伝統

「八幡さまとお祭り」つきなみ旅連載コラムvol.12

福井 隆
ブランディングアドバイザー

地域生存支援LLP代表
「地域で生きる、希望をつくる」
事業化支援ファシリテーター
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「お祭りは、地域の紐帯」という言葉があります。紐帯とは古い言葉ですが、共同体の願いを実
現する「おび」とでも訳しましょうか。それは、お祭りに溶け込み連帯感を感じご利益をいた
だくことではないでしょうか。
廣田八幡の創建は古く、宇佐八幡社より一年早く創建されたと聞きました。全国４万６百社あ
る八幡神の総本宮より古く、長きに渡って祭祀がおこなわれてきたのです。八幡社の謂れは、
八幡宇佐宮宣託集によると中国「秦」から馬の文化と共に渡来し皇室によって武神として、そ
して隼人の怨霊を鎮めるため祀られた神様だそうです。
長きに渡り祭祀をおこなってきた廣田八幡さまと聖母宮、千三百年の霊験を体験してみてはい
かがでしょうか。
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蛛塚（くもづか）」という伝承が伝わっています。※当時、大和政権（朝廷）に従わない部族は土蜘蛛（つちぐも）と呼ば

れました。魏志倭人伝によれば、邪馬台国の女王「卑弥呼」は、鬼道（呪術）を用いて人々をまとめていたといいます。

田油津媛の「たぶらつ」とは「たぶらかしの」という意味の大和言葉です。みやま市の女山はもともと「女王山」、蜘蛛

塚もかつては「女王塚」と呼ばれていました。もしかすると、田油津媛は山門のクニの最後の女王（シャーマン）だった

のかもしれませんね


